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江戸時代に仙台藩の蔵屋敷へ米を搬入した堀

（川）跡は，今では都内最大の親水公園（延長       

3.7 ㎞ 面積 10.4 ㌶）となっている。 

 

南部藩や仙台藩，陸奥国の信夫郡・伊達郡と

出羽国の屋代郷という幕府領などの膨大な量

の米が，東廻し舟運によって江戸に運ばれた。

この廻米の主体が兵糧米から江戸での販売目

的の廻米へと変化する中で，「今年より奥州仙

台の米穀始めて江戸へ廻る。今に江戸三分の二

は奥州米の由なり。（『武江年表』 寛永 9（1632）

の条）」と伝えられるまでになっている。 

 （補記）仙台藩による江戸廻米の最も早いものと

しては，元和６（1620）年に水沢（岩手県南部）

から江戸に 500石を送ったことが知られている。 

 

那珂湊中継の内川廻が正保期（1644～47

年）に終わり（第一期），寛文期の銚子・利根

川経由による内川廻（第二期），それ以後の大

廻による江戸直行（第三期）といった海運の

発展三段階説については，広く言われてき

た。しかし，東廻海運史等の研究者渡辺英夫

氏は，軍事的物資輸送の背景や請負など搬送

方式の変遷等の詳細な調査研究と分析に基づ

き，河村瑞賢の東廻し航路開拓前から，東北

諸藩が寛文期までに独自に江戸直行路を開拓

していたと述べている。 

 

 

 

 

仙台堀川は仙台堀とも呼ばれ，「永代六間堀」

の一つで，寛永年間（1624～44）に開削された

と言われ，仙台藩の蔵屋敷があったことからこ

の名称がついた。小名木川（おなぎがわ）から東

砂一丁目と北砂六丁目の間で分かれ南に流れ

る。そして，東砂七丁目地先で西に流れを変え

て横十軒川・大横川と交差し，清澄一丁目と佐

賀二丁目の間から隅田川に注いでいた。 

 

小名木川：天正 18（1590）年に江戸入りした徳川

家康は，行徳で生産される塩を江戸に搬送するた

めにこの川を開削した。これによって当時の海岸

線の確定とともに以北の干潟化を進めた。以後， 

明治期には，この川の水運を利用して，セメント 

製造，化学肥料，精製糖工業，醤油製造などの諸

工業が発展していった。現在，川岸は高潮対策な

どのため直立護岸に改修，隅田川合流点には新小

名木川水門，同区扇橋に扇橋閘門が建設されて東

西の水位差の調節が行われている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東廻海運集積の拠点～江戸蔵屋敷への水の路『仙台堀』今昔 

（小名木川） 

１．小名木川：深川芭蕉庵は前方方角に位置する。 
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小名木川側の公園入口には大きな案内図が設

置されている。可愛いい男・女児の像，サクラ並

木，ゲートボール場，釣り堀などを眺めながら

進む。『ふれあいの森』には，全都道府県木・花

が植えられている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．小名木川側の公園入口 

２．公園案内図（小名木川側に設置されているものは、この図と上下逆。別地点のものを加筆掲載） 

 

４．祭りの出店 

５．ふれあいの森案内板 
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砂町運河跡から先の園路にも花の小道，科学

の森，浮島などが整備され，この公園を大切に

している人々（行政も含めて）の思いが感じら

れて歩き飽きることはない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．小名木川から直進し到達した地点。 

公園はここで直角に右折する。 

正面の壁画は、井上猛夫作『夜明け』。 

８．汐入の池 

11．前方の橋は、「松島橋」 

砂町運河：延長 3.2 ㎞。災害復旧と工業振興の

ため民間により大正 11（1922）年に着工し，小

名木川～東砂 7－19 までの南北一線，旧舟入川

～横十軒川合流点までの東西一線が昭和 8

（1933）年に完成。地盤沈下や高潮対策施設の必

要性から管理困難になり，昭和 23（1948）年東

京都に移管されて砂町運河に改称。昭和 36

（1961）年から一部を埋立て。昭和 39（1964）

年の河川法改正に伴い仙台堀川の一部に編入。 

 

７．園路 

９．遊具広場 

10． 
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 横十間川親水公園（延長 1.9 ㎞ 面積 5.1ha）

は仙台堀川公園と直角に交わる（都内最大の親

水公園という仙台堀川公園に横十間川親水公園

も一体化）。この公園には，野鳥の島，ボート遊

び場，水上アスレチック，花菖蒲や田んぼのあ

る「生物の楽園」などがあり，木造和船の航行な

どもなされている。横十間川（延長 3.66 ㎞）は，

万治２（1659）年に開削された。横川の東にあ

り，川幅が十間あるのでこの名が付いた。明治

になって，足尾銅山の公害防止のため，古川精

銅所が建てられた場所でもある。また，「横」と

は江戸城から見ての“横”ということからのよう

だ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

再び仙台堀川公園内に戻り，カナダ から寄贈さ

れたというトーテムポールが置かれている広場，

古代の森，趣き深い橋や美しい水面のサクラな

15．貸ボート：足踏み式、手漕ぎとも 30 分 100 円。 

16．右の彫刻は、横山文夫作『汀（みぎわ）』 

14．公園の標識と案内板 12．色鮮やかなオオアラセイトウ 

13．排水機場 
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どを眺め進むと公園の西端に着く。途中には近

接して東京百景の一つになっている清澄庭園

（都立）がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

仙台堀川公園もここで終わり。川沿いの『歴

史と文化の道』と名付けられた細道を先に進む

と大きな『せんだいぼりがわ』の標識と両岸サ

クラ並木の絶景が目に飛び込んでくる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

19．仙台堀川公園の西端 

清澄庭園：敷地の一部は江戸の豪商紀伊国屋文左衛

門の屋敷跡と言い伝えられ，享保年間（1716～1736）

には下総国関宿の城主久世大和守の下屋敷となり，

その頃にある程度庭園が形作られた。明治 11 年岩

崎弥太郎が付近の土地をあわせて約 3 万坪を買収

し，深川親睦園と称し，内外来客の接待などに使っ

ていた。大正 13 年 6 月に東京市に寄付，一般公開

された。昭和 54 年都の名勝第一号に指定。新東京

百景にも選定。（案内板から転記） 

18．趣き深い橋 

17．カナダから寄贈されたトーテムポールのある広場 

20．清澄庭園 

21．ひときわ目立つ“せんだいぼりがわ” 
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幕末まで仙台藩の蔵屋敷のあった場所には，

現在はセメント工場が建っている。 

 

 

 

 

 

 

 

近接して，平賀源内が電気の実験を行った地

があり，その前方は船行き交う隅田川となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

23．仙台藩蔵屋敷跡に建つセメント工場 

24．平賀源内電気実験の地 

＜設置されている銘板の内容（要旨）＞ 

コノ地ハ元仙台藩ノ蔵屋敷跡ニシテ明治五年大

蔵省本寮ニ於テ始メテセメント製造所ヲ建設セ

リ 同七年工部省ノ所管トナリ深川製作寮出張

所ト改メラレ～（以下、略）。 

 

22．仙台堀川とサクラ 
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（あとがき） 

江戸・東京という街は，やはり全国各地の人と財で出来上がった街とつくづく実感させられる。

これまた江戸開府来の今に続く”統治システム”というものの積年の歴史によるものなのだろう。 

翻って見るに仙台藩は，慶長 12（1607）年に上杉，蒲生，最上，佐竹等の東北諸藩と共に江戸

城本丸工事を担った。このときこれらの諸藩は，人員・食料・資材のすべてを自前の船で江戸に運

び，その工事に当たっている。また元和６（1620）年に行った仙台堀（平川放水路＝神田川）の開

削や江戸城大手門造営という天下普請には「人夫 42 万 3179 人半，黄金 2676 枚 5 両 3 分」を費や

したという記録が残されているとのこと。元和元（1615）年から幕末までの参勤交代では仙台藩で

は初代政宗から 13 代慶邦にいたるまで延べ 231回（＊）行われ，妻子の江戸在府ともあいまって

その経費が膨大だったことは想像するに難くない。貨幣流通経済が進む中，これらをまかなう上で

の仙台藩の大量の江戸廻米も必然だったに違いない。それにこれらの間，領内では仙台城の造営

（1601 年），瑞巌寺方丈再建（1604 年），慶長三陸大津波襲来（1611 年），大坂冬の陣・夏の陣出

陣（1614・15 年），北上川改修工事の着手（1623 年）など大規模事業や大災害に直面している。

これらに応じる費用の拠出や工事等に駆り出された領民の苦難はいかばかりであったろうか。 

一方，こうした仙台藩の大変な歴史があったからこそ“仙台堀”という名が今に残り，多くの人々

の憩いの場として大事にされ親しまれているのだと感慨や誇りが湧いてくる。 

 

25．幕末のころ仙台藩蔵屋敷のあった場所：松平陸奥守とある。上は隅田川。  出典：江東区史 
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出典：『江戸東京の川と水辺の事典』鈴木理生編著（柏書房）から転載（一部加工） 

■仙台堀川・仙台堀川公園と小名木川の位置図 

年号 西暦 豊臣・徳川政権 仙 台 藩 

天正 14 1586 徳川家康，豊臣秀吉に出仕。関東に移封。   

天正 18 1590 豊臣秀吉，北条氏を討つ。奥州仕置。 伊達政宗，小田原参陣。葛西・大崎一揆勃発。 

天正 19 1591 家康，奥州検地を実施。 政宗，葛西・大崎一揆平定。米沢から岩手沢に移る。（家康によ
る縄張りや城の改修・改築。） ※岩手沢を岩出山に改称。  

文禄元 1592 文禄の役 政宗，朝鮮出兵 

慶長 2 1597 慶長の役 政宗，朝鮮出兵 

慶長 3 1598 豊臣秀吉没（63 歳）   

慶長 5 1600 関ヶ原の戦い。西軍を破る。 関ヶ原の戦いに出陣。家康と結び，上杉氏の白石城を攻略。 

慶長 6 1601   仙台城の造営開始。岩出山から仙台に居城を移す。 

慶長 8 1603 江戸幕府開府。家康，征夷大将軍となる。 政宗，仙台城入城。 

慶長 9 1604 江戸城建設の天下普請を発令。 瑞巌寺方丈再建。五大堂造営。奥州道中に一里塚をつくる。 

慶長 10 1605 家康，秀忠に将軍職を譲り，大御所になる。 登米郡で北上川改修工事。 

慶長 12 1607 江戸城本丸工事 仙台藩，東北諸藩等と江戸城本丸工事にあたる。 

塩釜神社，大崎八幡宮，国分寺薬師堂を造営。 

慶長 13 1608 家康，江戸から駿府に移る。   

慶長 16 1611   三陸地方に大津波襲来。 

慶長 18 1613 幕府，キリスト教を全面禁止（12/19) 支倉常長ら遣欧使節をスペイン・ローマに派遣（9/15）。 

慶長 19 1614 大坂冬の陣 政宗，大坂冬の陣に出陣。 

元和元 1615 大坂夏の陣 政宗，大坂夏の陣に出陣。 

元和 2 1616 家康没（75 歳）   

元和 6 1620 江戸城普請 仙台藩，江戸城内石壁 13町余・枡形（大手門）１所を工事。 

元和 9 1623 3 代将軍に家光 川村孫兵衛，北上川改修事業に着手。領内切支丹弾圧を開始。 

寛永 12 1635 武家諸法度発布（参勤交代確立）。鎖国開始。   

寛永 13 1636   政宗没（70 歳） 

寛永 14 1637   瑞鳳殿造営。 

慶安 2 1649   東照宮造営。 

万治 4 1661   仙台堀（神田川＜飯田橋～秋葉原＞）が完成。 

※仙台堀（川）は，「永代六間堀」の一つで寛永年間（1624～44）に開削されたと言われている。 

 

 

■中央政権と仙台藩年表 
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＜主な参考資料＞ 

・『江東区史』（上・下）  東京都江東区 

・『図説 江戸東京の川と水辺の事典』  鈴木理生編著  柏書房 

・『東京の川と水路を歩く』   メディアユニオン著  実業之日本社 

・『川跡からたどる江戸・東京案内』   菅原健二編著  洋泉社 

＊『歴研【江戸文化】ブックレット 仙台藩の参勤交代－仙台から江戸へ 360 キロ－』 渡邊洋一著  歴研 


